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1 番委員 仲川 正道  池 典比古 
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会 議 で 行 っ た 選 挙 の 結 果 
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会 議 に 付 議 し た 事 件 の 題 目 

議案第 47号 令和４年度・令和５年度・令和６年度佐渡地区中学校教科用図書「社会（歴史的 

分野）」の採択について 

議案第 48号   独立行政法人日本スポーツ振興センター災害共済給付に係る共済掛金の保護者 

        負担金の徴収に関する要綱の制定について 

議案第 49号   佐渡市就学援助事業実施要綱の一部を改正する告示の制定について 

議案第 50号   佐渡市教育委員会職員の分限処分に係る専決処理について 

議案第 51号   佐渡市文化振興ビジョン検討懇談会開催要綱の制定について 

 

報告事項    その他 

 

次回会議開催日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採決の結果及び可否の数を計算したときは、その数 

 なし 

請願、陳情 有・無  有の場合、別紙のとおり 

  その他必要と認めた事項 

 特になし 
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【議事の概要】 

 ◎本臨時教育委員会は、午後３時 50 分から開催した。 

・新発田教育

長 

・ ただ今から令和３年第 11 回佐渡市教育委員会臨時会を開催いたします。 

・ 初めに、日程第１、「議事録署名委員の指名について」ですが、本日の署

名委員は佐渡市教育委員会会議規則第 18 条の規定により、中村委員と池委

員の２名を指名いたしますので、よろしくお願いいたします。 

・ 日程第２、議案第 47 号「令和４年度・令和５年度・令和６年度佐渡地区

中学校教科用図書「社会（歴史的分野）」の採択について」を議題といたし

ます。 

・ 事務局の説明を求めます。 

・福井管理主

事 

・ 令和４年度・令和５年度・令和６年度佐渡地区中学校教科用図書「社会

（歴史的分野）」の採択について、別紙のとおり先に行われました選定委員

会によって選定いたしましたので、それについて採択したいので、議決を求

めます。 

・新発田教育

長 

・ ただ今の説明に対して質疑等はございませんか。 

・委員全員 ・ 質疑なし 

・新発田教育

長 

・ 質疑なしと認めます。 

・ それでは、これより採決いたします。 

・ 本案は原案どおり決することにご異議ございませんか。 

・委員全員 ・ 異議なし 

・新発田教育

長 

・ 異議なしと認めます。 

・ よって、議案第 47号「令和４年度・令和５年度・令和６年度佐渡地区中

学校教科用図書「社会（歴史的分野）」の採択について」は原案どおり可決

されました。 

・ 日程第３、議案第 48 号「独立行政法人日本スポーツ振興センター災害共

済給付に係る共済掛金の保護者負担金の徴収に関する要綱の制定について」

を議題といたします。 

・ 事務局の説明を求めます。 

・坂田教育総

務課長 

【説明要旨】 

・ 先般説明が不十分で、大変申し訳ございませんでした。 

・ 日本スポーツ振興センター災害共済金給付は、学校の管理下における児

童生徒の負傷、疾病、障害、または死亡、それに対しまして医療費、障害見

舞金など災害共済が支給される制度です。共済掛金は、日本スポーツ振興セ

ンター法の規定により、学校設置者が保護者と負担をしており、保護者の負

担額はセンター法によって、施行令に定められる負担割合の範囲の中から決

定、徴収をしています。 

・ これまでも佐渡市では生活保護を受けている保護者から保護者負担金を

徴収せず、佐渡市が日本スポーツ振興センターに保護者負担分と合わせて負

担をしています。保護者負担額を経済的な理由により保護者の代わりに負担
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している場合は、共済掛金が返還されます。日本スポーツ振興センターより

共済掛金を返還するための要件として条例規則、要綱等、根拠が明らかにな

る形で保護者負担額を定めていること。次に、定めた保護者負担額の全部、

または一部を経済的な理由により保護者の代わりに負担していることとさ

れています。このことから、このたびの要綱の制定は、保護者負担金の徴収

に関する要綱第２条で別表を定めて、保護者負担金の額を定め、これを定め

た上で第３条において経済的な事由がある場合は保護者負担金を徴収しな

いことを規定しています。先日の定例会では、徴収しない要保護者の負担金

を規定することの必要性、要綱として適切かどうかというご指摘をいただき

ましたが、表の例３には、保護者負担金を定めた上で、徴収しない場合の理

由が経済的理由であることを明記することが取扱いとして望ましいとセン

ターの方からも示されており、参考にお配りしました資料に載せてありま

す。 

・ 他の県内の自治体ということで、新発田市、魚沼市、胎内市、制定済み

の３つの自治体の負担の仕方を表にまとめました。規則等々についても聞き

取りをしました。全体の内容、記載の仕方についても私どもが提案したもの

と同様の要綱の作り込みをしています。佐渡市の法規の担当からも共済掛金

の返還のための要件を満たすための要綱であるということから、そこも踏ま

えて要綱に作り込むということには問題ないという回答をもらっています。 

・新発田教育

長 

・ ただ今の説明に対して質疑等はありますか。 

・仲川委員 ・ 前回の説明では理解しにくい部分があったので、保留させていただきま

したが、今回は別紙も添付していただき詳しい説明をいただきました。あり

がとうございました。理解できました。 

・新発田教育

長 

・ その他ありますでしょうか。 

・委員全員 ・ 質疑なし 

・新発田教育

長 

・ 質疑なしと認めます。 

・ それでは、これより採決いたします。 

・ 本案は原案どおり決することにご異議ございませんか。 

・委員全員 ・ 異議なし 

・新発田教育

長 

・ 異議なしと認めます。 

・ よって、議案第 48号「独立行政法人日本スポーツ振興センター災害共済

給付に係る共済掛金の保護者負担金の徴収に関する要綱の制定について」は

原案どおり可決されました。 

・ 日程第４、議案第 49 号「佐渡市就学援助事業実施要綱の一部を改正する

告示の制定について」を議題といたします。 

・ 事務局の説明を求めます。 

・森学校教育

課長 

【説明要旨】 

・ 要綱の一部改正について改めて説明させていただきます。 
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・ 佐渡市就学援助事業実施要綱の第３条第２号ウの「総所得」の次に「（給

与所得又は公的年金等所得のいずれかがある者にあっては、１人につき 10

万円（給与所得及び公的年金等所得の金額の合計額が 10 万円未満の場合は、

当該合算額）を控除した額をいう。）」という文言を加えます。これは、平成

30 年度税制改正により、令和２年度分から給与所得控除、公的年金控除及

び基礎控除が見直されました。基礎控除が一律 10 万円引き上げられた代わ

りに給与所得控除、公的年金控除がそれぞれ一律 10 万円引き下げられまし

た。この改正により高所得者以外は増税とはならないとしています。それに

伴い、佐渡市教育委員会では準要保護者に対する就学援助等の地方単独事業

においても、税制改正の準要保護児童生徒の教育を受ける機会が妨げられる

ことや負担増がないよう、令和３年度以降においても前年度における世帯の

総所得算定の水準に基づいて判定することにしました。つきましては、令和

３年度の認定基準について、佐渡市就学援助事業実施要綱第３条ウに掲げる

認定基準の対象者世帯の前年の総所得において給与所得、または公的年金所

得等のいずれかがある者にあっては１人につき 10 万円を控除した額とする

ことで税制改正による影響が及ばないように対応することとしています。 

・ なお、前回の協議にあった他市の認定基準について、佐渡市は、生活保

護法による生活保護基準額の 1.3 倍以下の世帯を認定しています。同様の市

が佐渡市を含め、20 分の９市です。新発田市、阿賀野市は、より広く認定

しています。新潟市は以前から基準倍率により支給率を４段階に分けていま

す。平成 30 年度の認定割合は、新潟市が 24％ほどです。他の 19 市は基準

倍率以内では一律に認定しています。佐渡市の認定率は、ここ数年 20％ほ

どです。なお、現段階で総所得金額から 10万円控除を予定としているのは

20 市中 11 市です。 

・新発田教育

長 

・ ただ今の説明に対して質疑等はありますか。 

・仲川委員 ・ ９ページの資料が大変参考になる資料で、初めてしっかり整理されたも

のを見せていただきました。新潟市のその他基準はとても興味があります。

ランクを４つに分けて、一律ではなくてより困ったところには手厚くという

形をとっていますが、これは事務作業としては相当の手間になるのでしょう

か。 

・山本学事係

主任 

・ ４段階に分けるという話ですので、それほどの手間ではないかと思いま

す。 

・仲川委員 ・ 新潟県内の他の自治体にはあまり普及していないのですが、何か理由は

考えられますか。 

・山本学事係

主任 

・ 新潟市に関しましては、平成 23年は認定率がもう 20％台後半、30％まで

はいかないんですが、そのような経緯がありまして、平成 23 年に 1.4 から

1.3 に掛け率を下げたのです。そして、５段階だったものを４段階に変えた

のが平成 23 年からで、それから徐々に下がってきて、平成 30 年ですと 23％

台後半まで落ちてきているというのが実情のようです。他の県内 20市の中
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で、生活保護基準を基準としているのが半分ぐらいで、あとの市は特別支援

教育就学奨励費の方を基準としているということですので、生活保護基準を

基にしているところはみんな今回の税制改正で 10 万円を控除する予定とい

うことは確認しております。 

・仲川委員 ・ この基準倍率が 1.3 から 1.5 ぐらいの間ですが、何か法令上の取決めが

ありますか。 

・山本学事係

主任 

・ ありません。これは、各自治体によって決めることができるものですの

で、阿賀野市は 1.5 というかなり高い比率ですが、各市町村の裁量に任せら

れているということです。 

・仲川委員 ・ 幅を決めている法令があるということもないのですね。 

・山本学事係

主任 

・ はい。それも平成 17 年の税源移譲等の三位一体のときに、もう市町村で

独自にやりなさいということになったということですので。 

・新発田教育

長 

・ その他質問ありますでしょうか。 

・委員全員 ・ 質疑なし 

・新発田教育

長 

・ 質疑なしと認めます。 

・ それでは、これより採決いたします。 

・ 本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

・委員全員 ・ 異議なし 

・新発田教育

長 

・ 異議なしと認めます。 

・ よって、議案第 49号「佐渡市就学援助事業実施要綱の一部を改正する告

示の制定について」は原案どおり可決されました。 

・ 次に、議案第 50 号は人事及び個人情報に関する内容が含まれていること

から、佐渡市教育委員会会議規則第７条の規定により秘密会としたいので、

これに賛成の方は挙手をお願いいたします。 

・委員全員 ・ 挙手 

・新発田教育

長 

・ 挙手多数と認めます。 

・ よって、議案第 50号については秘密会とすることといたします。 

 【秘密会】 

 ・ 議案第50号「佐渡市教育委員会職員の分限処分に係る専決処理について」、

坂田教育総務課長より説明した。 

【以上の議案については、質疑を経て原案どおり承認された。】 

・新発田教育

長 

・ 次に、日程第６、議案第 51 号「佐渡市文化振興ビジョン検討懇談会開催

要綱の制定について」を議題といたします。 

・ 事務局の説明を求めます。 

・市橋社会教

育課長 

【説明要旨】 

・ 佐渡市は現在、文化振興についてのビジョンがありません。昨日は、文

化財団の船出の仕事として、佐渡島総合開発センター３階でこけら落としと

いう形で佐渡の人形芝居の講演させていただきました。 

・ この文化財団を昨年度どうするかという中で、池田哲夫先生を座長とし
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た検討委員会の中で、文化財団が道先を誤っている状況としては、佐渡市に

ビジョンが何もない中でスタートしたというところ、そして在り方検討会で

意見をいただいたものに対して佐渡市の方でも検討いたしました。その中で

も佐渡市に文化振興に関してのビジョンがないというのが大きな原因では

ないかと感じています。平成 23 年には教育委員会から文化財室が世界遺産

に移って、有形のものは世界遺産の方へ移っていますが、話合いがしっかり

となされていなかったという部分があったのか、当時のことを分かる職員が

今いませんが、無形のものに関して、佐渡学センターでも無形の文化財に関

して何もやっている部署がなかったところとか、文化財団等をしながら文化

振興についてやっていないもの、組織的におかしいものを洗い出した中で、

今回文化振興ビジョンがやはり必要ではないかということで、３月２日にも

文化財団を続ける中でのこういう話をしたのかと思いますが、佐渡市の中で

は佐渡学センターの中で文化振興係というものを作りまして、佐渡の文化振

興をどうするかというところで、有形ではなく、無形のものをどうするかを

考えていく。そして、文化財団をしっかり支援していくという部分で文化振

興係を立ち上げました。この後、文化振興ビジョンの策定に当たっては、世

界遺産課と社会教育課と連携した中でしっかり作っていく。そして、世界遺

産を見越した中でのビジョンが必要ですので、委員を立ち上げ、検討してい

きたいので、今回要綱の制定を上げさせていただきました。 

・ 佐渡市文化振興ビジョン検討懇談会開催要綱は、２条で懇談会において

意見、助言を求める事項は次のとおりとして、文化振興ビジョンの制定に関

する事項、そして前号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認める事項

ということで考えておりますし、参加者はおおむね 10 人程度です。３条で

は、学識経験者、専門知識を有する者、これは池田先生にも入ってもらって

検討していきたいと考えておりますし、佐渡には版画などいろいろな芸術が

ありますので、それを取り巻く学校関係、社会教育関係の関係者を含めた 1

0 人程度で懇談会を作って、ビジョンを作りたいと考えております。今は１

年以内ということで、来年３月までにはと思っております。世界遺産課と話

しする中で、幅広い部分でなかなか難しい部分もありますが、頑張ってビジ

ョンを作っていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

・新発田教育

長 

・ ただ今の説明に対しまして質疑等ありますでしょうか。 

・仲川委員 ・ 今年度の教育委員会議になって、初めて文化振興に係るビジョンが必要

だという話が出てきました。その前は博物館ビジョンを作成するという話は

進んでいたのですが、つまり博物館ビジョンの前に文化振興ビジョンを作

り、その後に博物館ビジョンに移るという手順を踏むのですね。今後の流れ

を教えてください。この文化振興ビジョンはおおむね 1 年と書いてありま

す。いつ頃完成させ、その後博物館ビジョンはどのくらいの年限で、作って

いくのか。 

・市橋社会教 ・ これは概ねですが、当初報告したとおり総合計画が今年度３月にある程
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育課長 度方向性が出ると思いますので、今それに合わせてビジョンを考えていきた

いということで、できれば今年度中にビジョンはある程度作りたいとは思っ

ておりますが、正直、自信のないところでもありますが、すみません。計画

に合わせて進めたいとは思っています。そして、それができた後、そのビジ

ョンの中で博物館の必要性、そこでどういうふうに博物館の見せ方というの

もやはりビジョンの下についてくると我々考えていますので、その後新年度

には博物館の計画をしっかり作っていきたいと考えています。 

・新発田教育

長 

・ 総合計画の最上位計画を今作成中ということですので、その意向を受け

てという形でしょうか。 

・市橋社会教

育課長 

・ はい。 

・仲川委員 ・ 分かりました。もう近々、世界遺産登録の件が決定されます。ビジョン

にはそれが入るという可能性はありますか。 

・市橋社会教

育課長 

・ 世界遺産課の課長ともずっとその打合せはしていますが、もちろんそれ

が入った状況で、もう世界遺産は取れるという気持ちの中で今動いていかな

ければならないとは思っております。 

・新発田教育

長 

・ その他質疑ありますでしょうか。 

・委員全員 ・ 質疑なし 

・新発田教育

長 

・ 質疑なしと認めます。 

・ それでは、これより採決いたします。 

・ 本案は原案どおり決することにご異議ございませんか。 

・委員全員 ・ 異議なし 

・新発田教育

長 

・ 異議なしと認めます。 

・ よって、議案第 51号「佐渡市文化振興ビジョン検討懇談会開催要綱の制

定について」は原案どおり承認されました。 

・ 日程第７、報告事項「その他」事務局から何かありますか。 

・市橋社会教

育課長 

・ 昨日の両津で行われました佐渡人形芝居、各団体がすばらしい内容で披

露されたかと思います。見ていただいて、ありがとうございました。これに

ついては昨日のアンケートの中では毎年やってほしいということで、出た団

体からも年に２回ぐらいでもいいという話がございました。昨日は、実は出

演料など一切なしです。自分たちが後継者を作らないといけないという気持

ちの中で、昨日は行われたということで、この後文化財団がいろいろな調査

をしていく中で、人形芝居の方々と連携して次の世代を作っていきたいとい

うことで、今動き出しました。第一歩です。なかなか難しいと思いますが、

そういうことで今考えております。この後文化財団が入った中で、８月 22

日にはアミューズメントのこけら落としで、民謡の祝祭ということで、佐渡

の 24 団体のほとんどが参加した１日もので、長丁場になるのですが、みん

なが出たいということで、やはり後継者を作りたいという中で、そういう場

を作っていきたいと動いていますので、皆さんまた案内をしたいと思います
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ので、よろしくお願いいたします。 

・ 成人式については、我々の力不足で延期ということでなってしまいまし

た。８月 15 日にやる人数を報告いたしますが、Ｒ２年度の対象者は 563 名

中、参加者が 190 名、Ｒ３年度は 560 名中、267 名ということで、例年に比

べても大分参加人数が少ないです。親御さんなどに聞いてみると、帰ってく

るなという状況もありますが、我々としては何とかやりたいというところの

中で 10 月の下旬か 11月の最初の方にやりたいなと。また、１月の成人式の

日も提案したのすが、やはり海が難しいということで、今のところ 10 月か

11 月ということで考えております。 

・ 子どもキャンプについて、これは社会教育課の目玉事業となっています。

私は当たり前のことだと思っていますが、今までできていなかったというこ

とで、８月３日から８月４日、会場は入崎のキャンプ場で、内容は表のとお

りです。参加者は定員 50 名のところ、あっという間に注文がソールドアウ

トになりまして 63名でしたが、我々職員も実はキャンプ久しぶりで、職員

も研修を含めてやっていきたいということで、学校教育課の協力と子ども若

者課の協力を得て、キャンプをするということで考えております。この後、

うまくいけば２泊、３泊といきたいと思うのですが、そこまで職員が追いつ

いていない状況ですので、この形で今年は実施をさせていただきます。 

・新発田教育

長 

・ ただ今の報告に対しまして質疑等ありますでしょうか。 

・瀧川委員 ・ 昨日ありました芸能、文弥人形を中心とした人形芸能発表なんですが、

またやりたいというアンケートの声があったと思います。学生の立場で大人

と交わってやるということはすごくやはり励みになるのだと息子を通じて

分かりました。やっぱり 30 歳、40歳の後継者が、パンフレットの一番後ろ

を見ると 70 歳、80 歳、90 歳に続いて数名出ていますが、20 代よりも前と

いうのは学校の授業体験で終わっている。このような舞台での興奮というの

は子どもたちには何にも代えられない体験で、自分探しをしたときに後から

出てくる可能性が強いと思われます。今後続けていくんであれば、どうぞ学

校の生徒をつなぎとめていただきたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

・市橋社会教

育課長 

・ 私たちもそう考えております。昨日は真野中学校の出演だったんですが、

実は高千中学校の子たちが大会で出られなかったということで、担当の先生

が見に来まして、真野中、大分レベル高いなというところで自分たちも頑張

らないとと言って、文化財団の職員に言っていったそうです。私の主張がこ

の後８月にありますが、高千はそのときに出演したいという申込みがあった

みたいですので、やっぱりそういうところをお互いに見る部分は作っていき

たいとは思っていますんで、それと大人の部分も人の部分を見るということ

がなくて、それで太夫さんがやっぱりそれぞれ違うので、やっぱりそれぞれ

の太夫さんに興味があって、節回しとか、そういうやっぱり勉強にもなった

という、見る人たちはよかったんですが、出た人たちもやっぱりライバル意
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識が芽生えてきたという感じは少し最後の話で感じました。 

・瀧川委員 ・ とてもいい競いでした。ありがとうございました。本当にいい経験でし

た。 

・新発田教育

長 

・ もう一点報告がありますので、お願いいたします。 

・森学校教育

課長 

・ 前回の教育委員会臨時会でお知らせしました先週 12 日月曜日に起こりま

した中学生の自転車事故について、その後の報告になります。 

・ その３年生は、先週新潟市の病院の方へ入院しておりましたが、16 日金

曜日に全ての検査受けて、異常なしという判断で退院することができまし

た。その金曜日の日にもう学校に行くこともできたようです。意識がもうろ

うとしていると前報告したと思うんですが、もう意識の方はしっかりしてい

たということと、肘、足が打撲ということで痛そうにしていた部分はあった

んですが、それ以外は大丈夫だということです。ご心配おかけしました。 

・新発田教育

長 

・ 今の報告について質疑ありますでしょうか。 

・委員全員 ・ 質疑なし 

・新発田教育

長 

・ 質疑なしと認めます。 

・ それでは、日程第８、次回会議の開催日について事務局の説明を求めま

す。 

 【次回の会議は、7月 30 日（金）に開催したい旨を説明した。】 

・新発田教育

長 

・ 以上で令和３年第 11 回佐渡市教育委員会臨時会を閉会いたします。 

 午後４時 30 分終了 

  

 


